


7 July

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

かがやけ！第11回えがおの輪ワンコインコンサート 6（土） 13:00 ¥500 
百瀬ミュージック
ボランティアグループ
093-962-7977

子ども劇場7月低学年部・高学年部合同例会
オペラ「ねこのくにのおきゃくさま」
（オペラシアターこんにゃく座）

14（日）
15:00 会　費

※子ども劇場会員でない方は
お問合わせください。

北九州子ども劇場
093-884-383418:30

中劇場

倉橋富子フラメンコスタジオ公演 7（日） 17:00 ¥3,000 
倉橋富子フラメンコスタジオ

プラスエラ
092-573-8321

北九州芸術劇場プロデュース／市民参加企画
合唱物語｢わたしの青い鳥2013｣ 14（日） 15:00 　　　 大人　¥1,500

子ども（3歳～中学生）¥1,000
北九州芸術劇場
093-562-2655

K-POPコンテスト2013　九州大会 20（土） 15:00 無　料
駐大阪大韓民国総領事館

韓国文化院
06-6292-8760

グローバルビューティコングレス 22（月） 13:30 ¥1,000 タマリス㈱北九州販売
093-533-3791

小劇場

島田久三江ヴァイオリンスクール発表会 7（日） 14:30 無　料 島田ヴァイオリンスクール
093-654-2111

子ども劇場7月乳幼児部例会「ぐるぐる」（ＣＡＮ青芸） 8（月） 11:10
会　費

※子ども劇場会員でない方は
お問合わせ下さい。

北九州子ども劇場
093-884-3834

スティックマン　"Stick Man"　Theater salz＋pfeffer
20（土） 13:00 　　　 大人　¥2,500

子ども（18歳未満）　¥1,000
北九州芸術劇場
093-562-265521（日） 13:00

ウィンド～風～　"Wind"　Theatre Madam Bach 

20（土） 15:00

　　　 大人　¥2,500
子ども（18歳未満）　¥1,000

北九州芸術劇場
093-562-265521（日）

11:00

15:00

平成25年度　北九州放送文化サロン・ジュピター
「納涼コンサート」 31（水） 15:00 ¥500 北九州放送文化サロン・ジュピター

090-1178-8959（藤本）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

SC油彩展
絵画

3（水）～9（火） 無　料 SC油彩グループ
080-6400-7257

グループYわい　水彩画展
絵画

10（水）～16（火）
※10：00～ 18：00 無　料 グループYわい

093-551-6351

若草会草木染展
絵画

17（水）～23（火） 無　料 若草会
093-631-8860

花ヒーリング写真展
写真

24（水）～30（火） 無　料 出版宇宙クラブ
093-231-7701

こどもたちと創る北九州の未来～ひまわりを咲かせよう～絵画展
絵画

7/31（水）～8/6（火） 無　料 ひまわり実行委員会
093-622-8687

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

響ホール20thシリーズ
石田純一 & 熊本マリ 「作曲家のラブレター」
ショパン:ノクターン第2番変ホ長調作品9-2　ほか

14（日） 15:00

 一般　¥3,500
U-25　¥2,000

※ 1987年以降生まれ全対象
(当日各 ¥500増 )
※全席指定

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093-663-6661

ソプラノ田浦彩夏･西南女学院高等学校音楽部OG会･母の会『ドルチェ』
･北九州メモリアル女声合唱団　ジョイントコンサート
日本抒情歌･故郷の四季唱歌メドレー　ほか

15（月・祝） 14:00 無　料
※要整理券

西南女学院高等学校音楽部OG会
093-642-5780（完戸）

15 かるかる  2013.July



7 July

７/1（月）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ(近藤タケユキデュオ） 6(土) 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150

B&A門司港
093-321-4151

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

AMA～ピアノと歌と管楽器のコンクール～
ベートーヴェン：悲愴ソナタ終楽章等

20（土） 未定 無　料 AMA
093-691-9568（田村）

響ホール室内合奏団 第22回定期演奏会
モーツァルト:交響曲第25番ト短調KV.183　ほか

28（日） 15:00

指定　¥3,000
一般　¥2,500
学生　¥1,000
ペア　¥4,000
( 当日各 ¥500増 )
( ペア ¥1000 増 )

響ホール室内合奏団
090-9596-6483（武冨）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

HIROMI GO DISCOTHEQUE TOUR 2013  "LET'S GROOVE" 3（水） 18:30 ￥7,000
全席指定

㈱鈴木企画
092-285-4864

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：「戸田　奈津子」氏

13（土） 13:30 関係者
（随時募集）

北九州市民文化大学
093-522-5008

CPC The 30th  ANNIVERSARY 14（日） 13:00 ￥1,500
全席自由

㈱シーピーシー
0930-25-6144

北九州童謡・唱歌かたりべの会　第24回定期演奏会 15（月・祝） 13:30
一般　　 ￥1,000
高校生以下 ￥500

全席自由

北九州童謡・唱歌かたりべの会
093-652-6241（天川）

第26回　北九州無法まつり
ゲスト：西尾　夕紀

21（日） 10:30 ￥2,000
全席自由

北九州選抜歌謡祭実行委員会
093-671-7636

宝塚歌劇「宙組」北九州公演
「うたかたの恋」　「Amour　de　99！！ー99年の愛」

26（金）
14:00 S席 ￥7,000

A席 ￥6,000
西日本イベントプロモーション

092-716-846818:00

平成25年度　北九州吹奏楽コンクール
27（土）

10:00
一般自由席 ￥1,300
学生自由席 ￥1,000
（当日各￥200増）

北九州吹奏楽連盟
093-882-770128（日）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホール

丘伸子カラオケ教室発表会
カラオケ発表会

7（日） 10:00 ¥1,000 丘伸子歌謡教室

門司市民会館まつり　第2回門司カラオケフェスタ
カラオケ発表会

28（日） 9:30 無　料 門司カラオケフェスタ実行委員会
093-321-2907

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

２階 小倉南フォトフレンズ会員展
5(金)～11(木)

※ 5( 金 ) は 12:00 から、
　11( 木 ) は 13:00 まで

無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093-321-4151

１階 牛乳パック再生紙油彩展 7/29(月)～8/4（日)
※ 8/4（日 ) は 15:30 まで 無　料

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 7(日)
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）
093-331-670013:00

年５回
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（７月20日～9月1日は20:00まで）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

日本マンガ学会　第13回大会（北九州大会）
マンガ学会会員の研究発表やシンポジウム「マンガとアジア」開催

6（土）～7（日）

　一般 ￥400
中高生 ￥200
小学生 ￥100
小学生未満無料
※学会会員は無料 北九州市漫画ミュージアム

093-512-5077

北条司＆コミックゼノン展
北条司と月刊「コミックゼノン」の連載作家たちの展覧会

7/20（土）～9/23（月・祝）

　一般 ￥600
中高生 ￥300
小学生 ￥150
小学生未満無料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

児童劇場

劇団「大樹」たなばた演劇公演
演目:「フラ星からやってきた愉快な仲間たち」

7(日） 13:15 無　料
幼児以上 (未就学児は保護者同伴 ) こども文化会館

093-592-4152「てあとる☆もんど」＆「劇団　笑夢優花」合同演劇公演
演目:珍 桃太郎伝説（九州編）～モモ！いろいろ苦労ば、せんとっ！～

28（日） 14:00 無　料
幼児以上 (未就学児は保護者同伴 )

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室 清張サロン「松本清張作品のなかの女性たち」
【講師】久保田裕子(福岡教育大学教授)

12(金)
14:00～16:00

無　料
※要申込

（常設展示室を観覧の場合は
別途入場料が必要）　　　　

松本清張記念館友の会・
松本清張記念館
093-582-2761

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
「七夕ものがたり」・トムとジェリー「トムさんと悪友」他2本

14(日) 14:00 無　料
（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093-561-3131

週末映画会（洋画「ジェーン・エア」） 20(土) 14:00 無　料
（先着50名）

週末映画会（邦画「ぼくたちと駐在さんの700日戦争」） 27(土) 14:00 無　料
（先着50名）

クラシック・レコード・コンサート
ハイドン作曲：交響曲第104番「ロンドン」ほか。楽曲解説あり。

28（日) 14:00 無　料
（先着50名）

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室 第17回筆心会書作展
筆心会会員による書道作品展。

6/29（土）～7/7（日）

小倉城庭園入館料
　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093-582-2747和室・立礼席 七夕茶会

恒例の夏の茶会です。
7（日） ¥1,500 

（薄茶二席・入館料込）

企画展示室 祇園祭と八坂神社
八坂神社の歴史とその意義を祇園祭の観点から紹介。

7/13（土）～9/16（月・祝）

小倉城庭園入館料
　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

生誕130年　憧れの欧米への旅　竹久夢二展
日本画及び油絵140点

7/13(土)～9/1(日)
一般 ￥1,000
高大生 ￥600
小中生 ￥400

北九州市立美術館分館
093-562-3215

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホール ムーブフェスタ2013　市民企画事業
公募による約１00の市民団体が、歌、日本舞踊、ダンス、大正琴、映画などを開催。

6（土）～
27（土）

お問合わせ
ください お問合わせください

ムーブフェスタ 2013実行委員会・
北九州市立男女共同参画センタームーブ

093-583-3939

13 かるかる  2013.July
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会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大画廊

日本画・洋画版画展 3（水）～9（火） 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093-522-2521

「光・風・大地からの恩敬」　阿部直昭油絵作品展
直方市在住の阿部氏が、自然からの恩敬を感じた場面を作品にしました。

10（水）～16（火） 無　料

穴吹哲二郎　油絵展
関門風景、外国風景を中心とした回顧作品、および新作の展示。

17（水）～23（火） 無　料

創作活動50周年記念　田中伸幸創作人形展
創作活動50周年を記念した素焼彩色人形の作品展。

24（水）～30（火） 無　料

京・祇園　西河　竹工芸展
竹のインテリア、茶の湯の花篭など小物を中心とした作品展。

7/31（水）～8/6（火） 無　料

小画廊

劉耀宗　夢幻の桂林山水画展
劉氏の故郷である桂林。その風景を美しく描いた山水画の作品展。

3（水）～9（火） 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093-522-2521

＜熔壌ガラス二代目＞江口智子作品展
師である江副行昭氏より溶壌ガラスを継承し10年。自身の想いを込めた作品を展示。

10（水）～16（火） 無　料

佐藤勝彦の世界展
ダイナミックで生命感あふれる墨彩画を中心に陶芸など約100点を展示。

17（水）～23（火） 無　料

～やまのこえ　　かぜのいろ～　久木朋子木版画展
「自然」をテーマに、暖色を巧みに調和させた作品を展示。

24（水）～30（火） 無　料

歴史と伝統の流れを今日に　現代スペイン絵画展
芸術と文化の都バルセロナで活躍する人気作家の作品を展示。

7/31（水）～8/6（火） 無　料

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

１階歴史
ゾーン

小倉城　所蔵品展
小倉城が所蔵する品々を約50点展示

～9/1（日）
　大人 ￥350
　中高 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093-561-1210

４階市民の
大広間

北九州遺跡パネル展
城下町小倉に点在する江戸時代の土木遺産をパネルにて紹介　20枚

7/2（火）～9/30（月）
　大人 ￥350
　中高 ￥200
小学生 ￥100

天守閣前広場 小倉城冒険王2013
お化け屋敷、夜市、ライブやフリーマーケット等開催。

7/20(土)～8/18(日)
※期間中の 17日間

無　料
※有料もあり

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多目的ホール

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井京子　ピアノ：湯田美津子

3(水） 14:00 無　料
水環境館

093-551-3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来洋子　ピアノ：湯田美津子

１7(水） 14:00 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

高原音楽堂 第20回平尾台ピクニックコンサート 28（日） 17:00
　　　大人 ￥2,500
小・中・高生 ￥1,500
　　　親子 ￥3,500

（当日￥500増）

小倉南区役所コミュニティ支援課
093-951-4111

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

カラオケ大会 7(日) 9:30 無　料 西日本カラオケ連合事務局
093-962-1298(須藤)

第56回西日本吟詠北九州地区大会 14(日) 10:00 無　料
西日本新聞イベントサービス内
西日本吟詠大会事務局
092-711-5491

平成25年度ビクター吟友会
吟剣詩舞道九州地区コンクール 15(月・祝) 9:30 無　料 ビクター吟友会九州地区本部

093-282-5634(高尾)

展示
コーナー

小倉南美術協会写真部会員会友展
約34点

12(金)～18(木)
9:00～17:00

※12(金 )は 12:00から、
18(木 )は 15:00まで

無　料 小倉南美術協会写真部
093-962-4048(土岐)

12



7 July

イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

和田木乃実　創作屏風展
帯、着物を使用した屏風の展示。お手持ちの和服を屏風や掛軸へ。リメイクも承ります。

2（火）～7（日） 無　料

093-643-5268和の布　衣料と雑貨　二人展 9（火）～14（日） 無　料

萩焼　守繁徹　還暦「舞」展
茶碗、水差し、花入、壺など茶陶を中心に約６０点を展示。

16（火）～21（日） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール 北九州無法松まつり　歌謡フェスティバル(予選) 7（日） 10:00 無　料 北九州選抜歌謡祭
093-671-7636（カラオケ大将）

美術展示室 きものビフォーアフター展＆きものワークショップ
古いきものや帯をリフォームしたものを展示　着物　約30点

11（木）～13（土）
10:00 ～ 18:00

※ 13（土）は 17:00 まで
無　料

NPO法人きものを着る習慣を
つくる協議会八幡支部
093-631-3391（田中）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

会議室 サイエンスショー
「金属に関する科学実験」

7(日) 14:30 無　料

児童文化科学館
093-671-4566

プラネタリウム
屋上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、夏の夜空を望遠鏡で観察します。

27(土) 19:30

 大人 ￥100
中高生 ￥70
小学生 ￥50

※中学生以下は保護者同伴
13( 土 ) から電話受付開始

大集会場
プラネタリウム

市民天文講座
「彗星・小惑星・隕石」について　講師：福岡教育大学名誉教授　平井正則氏

28(日) 10:00 無　料
※定員 60名　高校生以上

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こやのせ座
岩村ピアノ教室発表会 27（土） 14:00 無　料 岩村　尚子

093-691-3768

ピアノ発表会 28（日） 15:00 無　料 田中　千里
090-7456-7127

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール はなみずき会 　「歌のつどい」
声楽発表会

28（日） 14:00 無　料 はなみずき会
093-771-2092

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ヴィデオ・スクリーニング
詳細はお問合せ下さい。

6/15(土)～7/19(金)
( 土・日休み ) 無　料 現代美術センターCCA北九州

093-663-1615

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

子ども
ホール

七夕おたのしみ会
短冊に願いを書き、笹の葉に飾ります。その他アニメや歌など。

6（土）
13：00～14：00 無　料 北九州市立子どもの館

093-642-5555
プレイ
ルーム

たのしく字を書こう！書道に挑戦！
筆を使う感覚を楽しみながら書道体験できるイベント。

7（日）
13：00～15：00 無　料 北九州市立子どもの館

093-642-5555

７/3（水）、17（水）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企画展示場 船のなるほど展
船のしくみや技術を楽しく紹介します。

7月13日（土）～
9月23日（月・祝）

　　　一般 ￥500
小～高校生 ￥100

北九州市、北九州イノベーションギャラリー
093-663-5411

11 かるかる  2013.July



7 July

イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

絵画と陶芸展
コレクター所属の油彩画、リトグラフ、陶磁器を展示。

23（火）～28（日） 無　料 093-643-5268

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

コレクション
展示室１～３

コレクション展Ⅱ　ピカソ、マティス、ルオー～巨匠たちの版画（後期）
海外作家の版画を中心に約180点

7/2（火）～9/8（日）
 　一般￥150
 高大生￥100
小中生　￥50

北九州市立美術館
093-882-7777

企画展示室
１～２

重要文化財･重要美術品指定作品による浮世絵の美～平木コレクションの名品
絵画･版画等 約80点

7/13（土）～8/25（日）
　一般￥1,000
高大生　￥600
小中生　￥400

北九州市立美術館
093-882-7777

B１F 講堂 (平木コレクション展関連イベント) 記念講演会
佐藤光信氏(平木浮世絵美術館 館長)による講演会

13（土） 14:00～
　15:00 無　料 北九州市立美術館

093-882-7777

市民ギャラリー

第26回ナス会 2（火）～7（日） 無　料 ナス会
093-653-0851（長尾）

第30回北九州書展 9（火）～14（日） 無　料 北九州書道協会
093-761-0049（和田）

花ヒーリング写真展 17（水）～21（日） 無　料 宇宙クラブ
093-231-7701（山口）

原田 靖雄 個展(回顧展) 23（火）～28（日） 無　料 原田 靖雄
093-282-6081（本人）

高文連北九州地区高等学校書道展 7/30（火）～8/4（日） 無　料 福岡県高文連書道部門北九州支部

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

ピアノのつどい 6（土） 13:30 無　料 093-645-0333（川村）

黒崎ひびしんホール開館1周年記念公演
「ＭＡＬＴＡ Jazz Live in 黒崎」 15(月・祝） 15:00

一般指定席￥3,000
高校生以下￥1,500
友の会会員￥2,500

黒崎ひびしんホール
093－621－4566

PTC小さな発表会 20(土） 11:00 無　料
㈱ヤマハミュ－ジック
リテイリング　小倉店
093-531-4342

黒崎祇園（子供）太鼓競演会 22（月） 14:00 無　料 黒崎祇園山笠保存会
093-631-0001

カワイ音楽発表会
26（金）

10:00 無　料 河合楽器
093-521-545327（土）

28（日）

中ホール

聖書と音楽の出会い北九州
贅沢に耳を澄ませつつ聖書について考えるひと時を

6(土） 13:30 無　料 一般財団法人　日本聖書協会
03－3567－1988

JOYFUL CONSERT 7(日） 14:00 無　料 093-223-2341（藤﨑）

ミュ－ジカル　本日は晴天なり 20(土）
14:00

¥3,000 九州アクタ-ズクラブ
090-1873-6808（石丸）18:00

旅する絵本カーニバル 22（月）～
26（金） 10:00 無　料 北九州市教育委員会

093-582-2385

ひまわりコンサ－ト　～親子で楽しむ夏の音楽会♪～ 28（日） 14:00 無　料
※要整理券

北九州ファミリ－ブラスひまわり
093-692-1394

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

第37回　北九州少年少女合唱祭
歌の大好きな少年少女たちの合唱の祭典

7（日） 13:00 無　料 （公財）北九州市芸術文化振興財団
093-562-3611

表千家同門会　市民講座
「出光佐三の美術コレクション～仙厓や茶道具を中心に」

14（日） 9:30 無　料 表千家同門会北九州支部
090-7156-8688（久保田）

第55回　戸畑祇園ばやし研究競演会 21（日） 14:00 無　料 戸畑祇園大山笠振興会
093-871-1501（村上）

北九州市中学校文化連盟演劇部合同発表会 26（金） 9:20 無　料 北九州市教育委員会
093-611-2708（善家）

森田千翔会　カラオケ発表会 28（日） 10:00 無　料 森田千翔会
093-791-5712（森田）

10
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7 July

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

中ホール

エレクトーンステージ・ジュニアエレクトーンフェスティバル 6（土） 11:30 無　料
㈱ヤマハミュージック
リテイリング　小倉店
093-962-3734（友塚）

日本舞踊の会 14（日） 11:00 ¥1,000 公益社団法人日本舞踊協会
093-551-1300（花柳）

第25回　「未来ッ子集まれ」ピアノ発表会 15（月・祝） 13:00 無　料 ピアノ演奏グループ「未来」
090-7924-3383（大野）

音の夢ピアノコンクール・鳥栖ピアノステップ「北九州予選」 28（日） 13:30 無　料 音の夢ピアノコンクール
0942-83-7062（鈴木）

交流プラザ ウェルカムコンサート
出演：戸畑区在住のソプラノ歌手　野見山御園

11(木） 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内
093-871-7200

9 かるかる  2013.July



同
25
日（
日
）午
後
３
時
開
演
。
北

九
州
芸
術
劇
場
小
劇
場
（
小
倉
北
区

室
町
／
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６

Ｆ
）。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
一
般
各

２
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
２
０
０

０
円（
23
日
）、
中
学
生
以
下
１
５
０

０
円（
25
日
）。
※
各
日
各
公
演
と
も

開
場
時
間
は
、
開
演
時
間
の
30
分
前
。

湧
き
上
が
る
音
楽
祭
（
蒲
ヶ
原
）　

０
８
０
（
２
７
３
２
）
２
５
３
２

■
北
九
州
＆
ア
ジ
ア
全
国
洋
舞
コ
ン

ク
ー
ル
実
行
委
員
会

「
第
12
回
北
九
州
＆
ア
ジ
ア
全
国
洋

舞
コ
ン
ク
ー
ル
」　

決
選
日
程
は
以
下
。
８
月
22
日（
木
）

〜
23
日（
金
）バ
レ
エ
部
門
、
24
日

（
土
）バ
レ
エ
部
門
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

部
門
、
25
日（
日
）ヴ
ァ
リ
ア
ス
（
民

族
舞
踊
、
児
童
舞
踊
、
フ
ラ
メ
ン

コ
、ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、民
謡
等
）部
門
・

バ
リ
ア
フ
リ
ー（
障
害
者
）
部
門
・

オ
ー
ル
ド
（
満
60
歳
以
上
）
部
門
。

25
日
は
午
後
１
時
30
分
よ
り
各
部
門

受
賞
者
の
表
彰
式
と
記
念
公
演
。
※

開
始
時
間
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ
ン
ク
北
九
州

ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル（
小
倉
北
区
大
手

町
）。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
22
日

〜
24
日
は
各
日
２
０
０
０
円
、
25

日
は
２
５
０
０
円
（
当
日
各
５
０
０
円

増
）、
４
日
間
フ
リ
ー
前
売
券
５
５
０

０
円
（
当
日
販
売
な
し
）。
前
売
発
売

は
７
月
10
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で
。

事
務
局　

０
９
３
（
５
７
１
）
６
７
１
８　

 
（
黒
田
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
内
）

■
北
九
州
市

「
第
24
回
北
九
州
市
自
分
史
文
学
賞

作
品
募
集
」

〈
募
集
内
容
〉
体
験
を
中
心
に
自
ら

の
人
生
や
、
自
分
自
身
に
大
き
な
影

響
や
感
銘
を
与
え
た
人
物
（
肉
親
、

友
人
な
ど
）
の
生
き
方
を
描
い
た
も

の
。
後
者
の
場
合
、
あ
く
ま
で
自
身

と
の
関
連
の
中
で
描
き
、
そ
の
人
物

に
よ
っ
て
自
分
が
ど
の
よ
う
に
影
響

を
受
け
た
か
を
具
体
的
に
書
く
。
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
自
作
、
未
発
表

作
品
。
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２

０
０
〜
２
５
０
枚
以
内
。
募
集
要
項

は
各
区
役
所
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
等
に
設
置
の
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
可
能
。
取
り

寄
せ
の
場
合
は
左
記
連
絡
先
ま
で
。

〈
募
集
期
間
〉
７
月
１
日（
月
）か
ら

９
月
30
日（
月
）消
印
有
効
。〈
審
査

委
員
〉
柴
田
翔
、
佐
木
隆
三
、久
田

恵
。〈
賞
〉
大
賞
１
編
・
賞
金
２
０

０
万
円
及
び
単
行
本
と
し
て
出
版
、

佳
作
２
編
・
各
50
万
円
、
北
九
州
市

特
別
賞
１
編
・
30
万
円
。

市
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
文
化
振
興
課

内
「
自
分
史
文
学
賞
」
係

０
９
３（
５
８
２
）２
３
８
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
３（
５
８
１
）５
７
５
５

■
北
九
州
国
際
音
楽
祭
市
民
企
画

委
員
会

「
第
４
回
湧
き
上
が
る
音
楽
祭
」

【
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
演
奏
会
】
８
月
11

日（
日
）ジ
ュ
ニ
ア
の
部
、
午
後
２
時

開
演
。
杉
尾
あ
か
り
さ
ん
、
手
嶋
真

吾
さ
ん
、
山
賀
聖
太
さ
ん
。
一
般
の

部
、
同
５
時
開
演
。
三
重
野
彩
香
さ

ん
、
高
橋
俊
伎
さ
ん
、
田
中
香
織
さ

ん
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
（
八
幡

東
区
平
野
）。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

各
１
５
０
０
円
。【
室
内
楽
演
奏
会
】

８
月
16
日（
金
）午
後
７
時
開
演
。
同

17
日（
土
）午
後
２
時
開
演
と
、
同
７

時
開
演
。
同
18
日（
日
）午
後
２
時
開

演
。
戸
畑
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
（
戸
畑

区
汐
井
町
）。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

各
１
０
０
０
円
。【
独
創
企
画
演
奏
会
】

８
月
23
日（
金
）午
後
７
時
開
演
。

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

CulCul の主な設置場所

市内ＪＲ駅、市民会館、市民セン
ター、生涯学習センター、図書館、
市内体育施設、北九州空港、男女共
同参画センター・ムーブ、井筒屋、
モノレール駅、レインボープラザ、
北九州芸術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど

C
ulC
ul

（
か
る
か
る
）

郵
送
の
ご
案
内

　

C
ulC
ul

は
、
市
内
の
主
要
施
設

に
置
い
て
い
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め

郵
便
切
手
を
お
送
り
い
た
だ
け
れ

ば
、
ご
自
宅
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

郵
送
先
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
ご

希
望
回
数
分
の
切
手
を
添
え
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
三
つ
折
り
定
型
郵
便
物
で
の
郵

送　

一
回
90
円

Ｂ
．
定
型
外
郵
便
物
で
の
郵
送
（
折

り
な
し
）　

一
回　

１
４
０
円

８
月
号
か
ら
平
成
26
年
３
月
号
ま
で

の
８
回
を
上
限
と
い
た
し
ま
す
。

必
ず
、
Ａ
か
Ｂ
い
ず
れ
か
と
回
数
を

明
記
し
て
下
さ
い
。

切
手
到
着
後
の
郵
送
と
な
り
ま
す
。

〒
８
０
５-

０
０
１
９　

北
九
州
市

八
幡
東
区
中
央
二
丁
目
１
の
１　

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
７
Ｆ

C
ulC
ul

郵
送
係
ま
で

8

思
う
）。
曲
を
作
る
の
も
命
が
け
。

人
を
愛
す
る
の
だ
っ
て
命
が
け
。

　

東
京
の
公
演
で
は
、
ブ
ラ
ー
ム
ス

の
手
紙
を
読
み
な
が
ら
、石
田
さ
ん
、

涙
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
ら
し
い
。

い
っ
た
い
、
ど
ん
な
感
動
的
な
手
紙

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

音
符
で
人
々
を
感
動
さ
せ
る
作
曲

家
が
、
そ
の
気
持
ち
を
文
字
に
し
た

時
、
ど
ん
な
世
界
が
広
が
る
の
で

し
ょ
う
。

　

楽
し
み
じ
ゃ
。

い
う
コ
ン
サ
ー
ト
が
響
ホ
ー
ル
で
あ

り
ま
す
。
石
田
純
一
さ
ん
は
、
あ
の

俳
優
の
石
田
さ
ん
で
す
よ
！

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
家
と
い
う
と

「
聖
人
君
子
」
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
れ
る
方
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
ん
で
も
な
い
。

色
恋
沙
汰
の
絶
え
な
い
情
熱
家（
？
）

が
と
っ
て
も
多
い
の
で
す
。
芸
術
家

な
の
で
す
か
ら
、
当
然
で
す
か
ね
。

　

前
述
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
そ
ん
な

作
曲
家
達
が
生
前
書
い
た
ラ
ブ
レ

タ
ー
を
朗
読
し
な
が
ら
、
曲
を
聴
い

て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
試
み
（
だ
と

　

今
年
の
〝
北
九
州
市
芸
術
文
化
振

興
財
団
〞
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

大
変
ア
ピ
ー
ル
度
が
高
く
「
た
く
さ

ん
の
方
々
に
演
奏
会
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
思
い
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
５
月

に
は
『
葉
加
瀬
太
郎
ク
ラ
シ
ッ
ク
シ

ア
タ
ー
Ⅲ
』
が
完
売
！　

そ
し
て
７

月
14
日
に
は
『
石
田
純
一
＆
熊
本
マ

リ
「
作
曲
家
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」』
と

「
作
曲
家
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
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埋蔵文
化
財

hiroba 山　口　裕　子

遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Yuko Yamaguchi

ルーズソックスは女子高生の定番アイテム。

城野遺跡第３地点から出土した大量の弥生土器

城野遺跡第３地点から出土した弥生時代中期と後期の土器

　

ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
。
女
子
高
生
と

い
え
ば
、
コ
レ
。

　

最
近
は
以
前
ほ
ど
見
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
私
が
学
生
の
頃
は
ま
だ
流

行
り
だ
し
た
ば
か
り
。「
ふ
わ
ふ
わ

し
た
感
じ
が
か
わ
い
い
」「
足
首
を

隠
す
こ
と
で
、
太
も
も
が
や
せ
て
見

え
る
」
な
ん
て
…
ま
、
理
由
は
ど
う

あ
れ
、爆
発
的
な
普
及
を
み
ま
し
た
。

　

当
時
、
大
人
だ
っ
た
方
に
は
よ

れ
た
靴
下
で
、
み
っ
と
も
な
い
と

思
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
…
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
平
成
23
年

度
に
小
倉
南
区
に
あ
る
城
野
遺
跡
第

３
地
点
で
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
弥
生
時
代
の
土
器

が
大
量
に
出
土
し
て
い
ま
す
。
壺
、

甕か
め

、
鉢
、
高た

か
つ
き坏

（
盛
り
つ
け
用
、
中

央
に
脚
が
着
く
う
つ
わ
）、器き

台だ
い

（
上

下
が
開
く
筒
状
、
壺
な
ど
を
上
に
置

く
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
種
類
の
土
器
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
土
し
た
土
器
は
全
て
持
ち
帰

り
、
洗
っ
て
接
合
を
行
い
ま
す
。
そ

の
後
、
特
徴
を
調
べ
る
た
め
図
面
に

起
こ
し
て
い
く
の
で
す
。
こ
う
や
っ

て
、
整
理
さ
れ
た
土
器
を
見
て
い
く

と
、
同
じ
特
徴
を
持
つ
も
の
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

は
時
期
や
地
域
に
よ
っ
て
違
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

こ
の
様
な
土
器
の
特
徴
を
地
域
や

時
期
に
よ
っ
て
系
列
的
に
並
べ
た
も

の
を
考
古
学
の
世
界
で
は
「
編
年
」

と
呼
び
ま
す
。
ち
な
み
に
「
編
年
」

は
土
器
だ
け
で
な
く
、
石
器
や
鉄
器

に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
と
照
ら

し
合
わ
せ
る
こ
と
で
出
土
し
た
遺
物

が
い
つ
の
時
期
の
も
の
な
の
か
を
確

認
し
て
い
く
の
で
す
。

　

弥
生
時
代
は
大
き
く
、
前
期
・
中

期
・
後
期
の
３
つ
の
時
期
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
城
野
遺
跡
第
３
地
点

で
み
つ
か
っ
た
土
器
は
主
に
中
期
か

ら
後
期
に
か
け
て
の
土
器
で
す
。

　

中
期
の
土
器
の
特
徴
の
ひ
と
つ

に
、
甕
の
「
跳
ね
上
げ
口こ
う

縁え
ん

」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
甕
の

口
の
部
分
の
先
端
を
上
の
方
に
突
出

さ
せ
る
も
の
で
、
地
域
に
よ
っ
て
多

少
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国
的
に

見
ら
れ
る
傾
向
で
す
。
ま
た
、
底
は

厚
く
、
外
底
面
が
窪
ん
で
、
上
げ
底

状
に
な
っ
て
い
ま
す
。
後
期
に
な
っ

て
く
る
と
跳
ね
上
げ
口
縁
は
見
ら
れ

な
く
な
り
、
底
部
の
幅
が
広
が
り
ま

す
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
と
丸
み
を

帯
び
て
い
く
の
で
す
。

　

時
代
は
大
き
く
流
れ
て
。

女
子
高
生
と
い
え
ば
、
ミ
ニ
ス
カ
ー

ト
に
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
。け
れ
ど
も
、

少
し
時
代
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
聖
子

ち
ゃ
ん
カ
ッ
ト
に
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト

が
そ
の
定
番
だ
っ
た
頃
も
…
。
現
代

の
流
行
の
多
く
は
若
者
か
ら
発
信
さ

れ
、
年
々
、
移
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

弥
生
時
代
は
今
よ
り
時
間
の
流
れ

が
ゆ
っ
く
り
で
、
時
代
の
変
化
も
今

の
様
に
目
ま
ぐ
る
し
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
土
器
は

生
活
に
密
着
し
た
道
具
で
す
。
そ

の
形
の
変
化
と
い
う
も
の
も
、
利

便
性
や
効
率
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
行
と
単
純
に
同

じ
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、そ
れ
は
今
と
同
じ
く
、

当
時
生
活
の
担
い
手
と
し
て
中
心
的

に
働
い
て
い
た
若
者
達
の
手
に
よ
っ

て
生
み
だ
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
９
月
号
で
す
】

ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
と
弥
生
土
器
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性
漫
画
家
・
上
田
と
し
こ
（
故
人
）

の
評
伝
作
品
「
フ
イ
チ
ン
再

ツ
ァ
イ
チ
ェ
ン

見
！
」

（『
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
』

連
載
）
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
上

田
は
「
満
州
国
」
の
ハ
ル
ピ
ン
で
育

ち
、
ハ
ル
ピ
ン
の
中
国
人
少
女
の
物

語
「
フ
イ
チ
ン
さ
ん
」
を
戦
後
に
発

表
、
大
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　

両
氏
と
も
に
、
史
実
を
忠
実
に
追

う
よ
り
も
、
大
胆
な
発
想
の
転
換
や

旺
盛
な
想
像
力
で
歴
史
の
本
質
に
迫

ろ
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
す
。日
中
・

日
韓
関
係
が
か
つ
て
な
い
危
機
に
あ

る
今
、「
マ
ン
ガ
と
ア
ジ
ア
」
と
い

う
一
風
変
わ
っ
た
切
り
口
か
ら
、
ア

ジ
ア
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て

み
る
。
そ
ん
な
機
会
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

来
る
７
月
６
日（
土
）７
日（
日
）、

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開

か
れ
る
「
日
本
マ
ン
ガ
学
会
」
で
は
、

「
マ
ン
ガ
と
ア
ジ
ア
」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
二
日
目
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
ア
ジ
ア
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た

の
は
、
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
で
あ
る
北

九
州
に
ち
な
ん
で
で
す
が
、
漫
画
と

ア
ジ
ア
に
は
元
々
深
い
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
東
・
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
、

例
え
ば
韓
国
や
台
湾
や
タ
イ
な
ど

で
は
、
日
本
の
漫
画
が
１
９
６
０
年

代
ご
ろ
か
ら
翻
訳
出
版
さ
れ
、
深
く

浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
国

で
は
、
日
本
の
漫
画
を
読
ん
で
育
っ

た
漫
画
家
が
大
い
に
活
躍
し
て
お
り
、

漫画
hiroba表　　智　之

北九州市漫画ミュージアム　専門研究員

日本マンガ学会大会シンポジウム
「マンガとアジア」が開催されます。

Information

漫画と北九州

日
本
の
漫
画
家
と
肩
を
並
べ
て
日
本

や
欧
米
で
人
気
を
博
し
て
い
る
例
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
一
部
で
は
、

日
本
漫
画
の
ア
ジ
ア
へ
の
浸
透
の
最

新
状
況
を
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
例
を
元

に
検
討
し
ま
す
。
日
本
の
漫
画
か
ら

吸
収
し
た
エ
ッ
セ
ン
ス
が
、
現
地

の
伝
統
的
な
漫
画
と
混
ぜ
合
わ
さ

り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
は
さ
ら

に
北
米
の
漫
画
の
影
響
も
加
わ
っ

て
、
独
特
の
表
現
が
生
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教

徒
の
割
合
が
高
く
、
日
本
と
は
倫

理
観
が
異
な
り
ま
す
か
ら
、
日
本

の
漫
画
を
日
本
人
と
は
違
っ
た
目

で
、
例
え
ば
あ
る
種
の
禁
忌
意
識
を

持
っ
て
受
容
し
て
い
る
側
面
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
興
味
深
い
特
徴

を
、
現
地
の
漫
画
家
や
、
漫
画
イ
ベ

ン
ト
の
主
催
者
な
ど
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
と
漫
画
の
深
い
関
わ
り
を

も
う
一
つ
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
日
本
の

漫
画
が
ア
ジ
ア
を
、
特
に
中
国
大
陸

を
好
ん
で
描
い
て
き
た
こ
と
で
す
。

『
三
国
志
』
等
の
古
代
史
や
、『
西
遊

記
』
等
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
も
多
く
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も

興
味
深
い
の
は
、
近
代
日
本
の
ア
ジ

ア
へ
の
膨
張
の
過
程
を
盛
り
込
ん
だ

漫
画
で
す
。
戦
争
の
悲
劇
に
つ
い
て

し
っ
か
り
捉
え
な
お
し
た
い
、
そ
ん

な
思
い
が
作
者
に
も
読
者
に
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
二
部
で
は
、

安
彦
良
和
氏
と
村
上
も
と
か
氏
、
二

人
の
人
気
漫
画
家
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

ま
す
。
安
彦
氏
は
、「
機
動
戦
士
ガ

ン
ダ
ム T

H
E O
RIG
IN

」
で
知
ら

れ
ま
す
が
、
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
の
血

を
引
く
青
年
が
「
満
州
国
」
で
歴
史

の
荒
波
に
さ
ら
さ
れ
る
「
虹
色
の
ト

ロ
ツ
キ
ー
」
な
ど
歴
史
漫
画
家
と
し

て
も
評
価
が
高
く
、
現
在
は
日
露
戦

争
を
題
材
と
す
る
「
天
の
血
脈
」（
講

談
社
『
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
』
連
載
）
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
村
上
氏
は
、

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た「
仁

－JIN

－

」

が
記
憶
に
新
し
い
所
で
す
が
、
同
じ

く
「
満
州
国
」
を
め
ぐ
る
歴
史
冒
険

譚
「
龍

－RO
N

－

」
の
ほ
か
、
女

昨年度大会開催風景（東京・明治大学）

安彦良和「天の血脈」
©安彦良和／講談社　アフタヌーンKC刊

Tomoyuki Omote
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２
０
１
３
年
４
月
、
八
幡
西
区
Ｊ

Ｒ
黒
崎
駅
前
の
コ
ム
シ
テ
ィ
３
階
に

「
黒
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
新
し

く
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
に
は
、

北
九
州
市
立
美
術
館
本
館
（
戸
畑

区
）、八
幡
市
民
会
館
（
八
幡
東
区
）、

旧
百
三
十
銀
行
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
八
幡

東
区
）、
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州

（
小
倉
北
区
）
な
ど
、
市
民
が
展
示

を
す
る
た
め
の
貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
今
回
新
た
に

開
設
さ
れ
た
黒
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
ど
の
よ
う
な
空
間
な
の
か
拝
見
し

て
き
ま
し
た
。

　

第
一
印
象
は
非
常
に
ス
ッ
キ
リ
と

し
た
ス
マ
ー
ト
な
空
間
で
、
壁
面
の

白
と
天
井
の
黒
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
床
の
素
材

は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
、
カ
ー
ペ
ッ

ト
や
Ｐ
タ
イ
ル
素
材
の
床
に
比
べ
、

シ
ャ
ー
プ
な
印
象
を
与
え
ま
す
。

　

貸
会
場
の
展
示
パ
ネ
ル
と
い
え

ば
、
華き
ゃ
し
ゃ奢

な
造
り
で
見
た
目
に
頼
り

な
い
印
象
の
も
の
が
多
い
の
で
す

が
、
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
パ
ネ
ル
は
ほ

ぼ
構
造
壁
と
変
わ
ら
な
い
安
定
感
あ

る
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

　

天
井
高
は
約
３
メ
ー
ト
ル
で
そ
れ

ほ
ど
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
天
井
高

は
ど
の
く
ら
い
が
良
い
か
は
作
品
を

ど
の
よ
う
に
見
せ
た
い
か
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
天
井
が
低
い
場

合
、
空
間
が
凝
縮
さ
れ
て
作
品
と
観

客
と
の
親
密
度
を
よ
り
出
し
や
す
く

な
り
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
取
り
外

し
も
楽
に
な
り
ま
す
。

り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
舞
台
と
し
て
意
欲
的
な
表

現
者
に
よ
る
展
示
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
民

間
の
画
廊
も
含
め
、
表
現
者
自
ら
が

ス
ペ
ー
ス
を
借
り
て
発
表
を
す
る
た

め
の
貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
う
仕
組
み

は
日
本
独
特
の
も
の
で
海
外
で
は
あ

ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
貸

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
よ
く
利
用
す
る
主
体

で
あ
る
団
体
展
・
公
募
展
と
い
う
仕

組
み
も
日
本
独
特
の
も
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
日
本
独
特
の
美
術
状
況
の

歴
史
的
背
景
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
ま
た
稿
を
改
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
白
色
で
す
。

従
来
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
よ
く
あ
る
黄

色
味
が
か
っ
た
ラ
イ
ト
に
よ
る
照
明

環
境
に
慣
れ
た
目
に
は
、
こ
の
白
さ

は
新
鮮
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
照
明
の

違
い
に
よ
っ
て
作
品
が
シ
ャ
ー
プ
に

見
え
た
り
、
マ
イ
ル
ド
に
見
え
た
り

と
、
作
品
の
印
象
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
好
み
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

壁
面
に
平
面
作
品
を
掛
け
る
方
法

と
し
て
は
、
壁
の
上
端
に
あ
る
ピ
ク

チ
ャ
ー
レ
ー
ル
か
ら
チ
ェ
ー
ン
お
よ

び
ワ
イ
ヤ
ー
で
作
品
を
吊
る
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
壁
に
マ
ス
目
状
に
空

け
ら
れ
た
穴
に
金
具
を
取
り
付
け
る

こ
と
で
作
品
を
簡
単
に
掛
け
ら
れ
ま

す
。
市
立
美
術
館
の
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
同
じ
方
式
で
す
。
こ
の
方
式

の
場
合
、
マ
ス
目
状
の
穴
が
視
覚
的

に
や
や
煩
わ
し
い
欠
点
は
あ
る
も
の

の
、
チ
ェ
ー
ン
や
ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
っ

た
り
、
金
具
を
壁
打
ち
し
た
り
す
る

よ
り
も
作
業
が
楽
で
、
作
品
を
水
平

に
保
ち
や
す
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

に
も
作
業
し
や
す
い
方
式
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
は
全
体
で

４
１
４
平
米
あ
り
、
市
立
美
術
館
の

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
よ
り
も
や
や
小
さ

い
く
ら
い
の
広
さ
で
す
。
そ
の
全
体

を
個
展
で
埋
め
る
に
は
そ
れ
な
り
の

力
量
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

３
区
画
に
分
か
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の

内
、
１
区
画
ま
た
は
２
区
画
だ
け
借

美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

北九州市立美術館
黒崎市民ギャラリー

八幡西区黒崎3の15の3
コムシティ３F
093(644)5206

Information

北九州市立美術館
黒崎市民ギャラリー
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清
張
が
「
私
の
一
冊
」
に
挙
げ
る
の

が
、
木
村
毅
『
小
説
研
究
十
六
講
』

で
す
。

小
説
を
本
気
で
勉
強
し
た
り
、
小
説

家
に
な
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
だ
が
、
こ
の
本
を
よ
ん
だ
あ

と
、
急
に
小
説
を
書
い
て
み
た
い
気

に
な
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
本
は
私

に
強
い
感
銘
を
与
え
た
。
ど
こ
に
感

動
し
た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
大
へ

ん
小
説
と
い
う
も
の
を
科
学
的
に
分

析
し
て
書
か
れ
て
あ
る
よ
う
に
思
っ

た
。
い
ま
、
よ
み
返
し
て
も
、
こ
の

感
想
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ

に
著
者
の
記
述
が
学
者
み
た
い
に
四

角
ば
ら
ず
、
そ
の
上
、
適
当
に
ペ
ダ

ン
チ
ッ
ク（

１
）

で
あ
っ
た
。　

（
略
）

西
洋
の
有
名
な
小
説
の
こ
う
概（

２
）

や

短
文
が
引
用
し
て
あ
る
の
で
、
欧

米
文
学
に
も
通
じ
た
よ
う
な
気
に

な
っ
た
。

 

（「
一
冊
の
本
」
よ
り
）

　

こ
の
頃
、
所い

わ
ゆ
る
 
謂
「
〇
〇
講
」
も
の
、

と
い
う
の
が
盛
ん
に
出
版
さ
れ
、
流

行
し
た
よ
う
で
す
。
こ
う
い
う
場
合

に
、
あ
ま
り
衒て
ら

わ
ず
、
当
時
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
を
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
清

張
と
い
う
作
家
で
す
。
し
か
し
、
小

説
で
は
な
く
「
研
究
」
な
の
で
す
か

　

松
本
清
張
は
、「
読
む
こ
と
」
に

よ
っ
て
作
家
と
な
っ
た
、
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
決
し
て
恵
ま
れ
た
環
境

で
は
な
か
っ
た
少
年
期
の
清
張
が
、

唯
一
の
矜き
ょ
う
じ
 
持
と
し
た
の
が
、
読
書
で

し
た
。

　

私
の
気
持
を
支
え
て
く
れ
た
の

は
、
そ
の
頃
の
文
学
書
で
あ
っ
た
。

と
い
っ
て
私
に
は
作
家
に
な
ろ
う
と

か
、
文
士
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持

は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
う
い
う
も

の
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
単
な
る
慰

め
だ
け
で
な
く
、
何
か
一
つ
の
心
の

拠
り
ど
こ
ろ
と
い
っ
た
も
の
を
感
じ

さ
せ
た
。

 

（「
実
感
的
人
生
論
」
よ
り
）

　

高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
、
す
ぐ

に
働
き
始
め
た
清
張
は
、
仕
事
の
合

間
の
わ
ず
か
な
時
間
を
読
書
に
あ
て

ま
し
た
。
そ
の
頃
手
に
し
て
い
た
の

は
、
当
時
出
た
ば
か
り
の
岩
波
文
庫

や
改
造
文
庫
、
春
陽
堂
文
庫
が
主
で

し
た
。

　

清
張
が
読
書
に
親
し
ん
だ
、
大
正

か
ら
昭
和
初
期
と
い
う
の
は
、
出
版

界
も
躍
進
し
た
時
期
で
す
。
一
般
市

民
が
こ
ぞ
っ
て
文
化
・
教
養
を
求
め

る
風
潮
に
応
え
る
形
で
、
文
学
全
集

や
文
庫
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
愛
読
書
の
中
か
ら
、

　
『
小
説
研
究
十
六
講
』
を
愛
読
書

と
公
言
し
て
憚は
ば
か

ら
な
か
っ
た
清
張

は
、
昭
和
55
年
の
新
装
版
刊
行
の
際

に
、
序
の
前
文
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
三
十
三
歳
の
こ
ろ
ま
で
乏
し

い
蔵
書
を
何
度
か
古
本
屋
に
売
っ
た

こ
と
は
あ
る
が
、
こ
の
本
だ
け
は
手

放
せ
ず
、
敗
色
濃
厚
な
戦
局
で
兵
隊

に
と
ら
れ
た
と
き
も
、
家
の
者
に
か

た
く
保
存
を
云
い
つ
け
て
、
無
事
に

還
っ
た
と
き
の
再
会
を
た
の
し
み
に

し
た
も
の
だ
っ
た
。
今
も
手
垢
に
ま

み
れ
た
そ
の
本
が
私
の
書
架
に
あ
る
。

 

（「
葉
脈
探
求
の
人　
　
　
　
　
　

 

―
―
木
村
毅
氏
と
私
―
―
」
よ
り
）

　

当
館
で
は
、
清
張
が
愛
読
し
た
で

あ
ろ
う
全
集
や
文
庫
本
な
ど
と
共
に
、

作
家
が
生
涯
大
切
に
し
た
、『
小
説

研
究
十
六
講
』を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ら
、
決
し
て
読
み
易
い
と
は
い
え
な

い
本
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清

張
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
魅
了
さ
れ

た
の
は
、
こ
の
本
に
よ
っ
て
創
作
の

意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ
た
か
ら
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。先
に
紹
介
し
た〈
作

家
に
な
ろ
う
と
か
、
文
士
に
な
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
な
か
っ
た
〉
と

い
う
言
葉
か
ら
は
、
矛
盾
す
る
よ
う

で
す
が
、
い
つ
か
書
き
た
い
と
い
う

志
な
く
し
て
は
、『
小
説
研
究
十
六

講
』
へ
の
こ
こ
ま
で
の
執
着
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
外
国
文
学
を
読
み
始
め
た

清
張
に
と
っ
て
、
良
い
手
引
書
と
も

な
り
ま
し
た
。
著
者
の
木
村
毅
は
、

多
彩
な
活
躍
を
し
た
人
で
、
外
国
文

学
の
翻
訳
者
で
も
あ
り
、「
円
本
」

の
元
祖
に
あ
た
る
「
現
代
日
本
文
学

全
集
」
の
企
画
を
、
改
造
社
へ
持
ち

込
ん
だ
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
も
あ
り
ま

し
た
。

文芸
hiroba 柳　原　暁　子

北九州市立松本清張記念館　専門学芸員
Akiko Yanagihara

松本清張　1987年フランスにて

木村毅著『小説研究十六講』（大正14年　新潮社刊）

清張アラカルト

少
年
時
代
の
愛
読
書

 

―
―
松
本
清
張
記
念
館
の
展
示
品
か
ら

北九州市小倉北区城内2の3
093(582)2761
【観覧料】
一般　　　500円 （団体・年長者利用証：400円） 
中・高生　300円 （団体：240円） 
小学生　　200円 （団体：160円） 
【開館時間】
午前9時30分～午後6時（入館は午後5時30分まで) 
【休館日】
年末 （12月29日～12月31日) 

Information
（
１
）
ペ
ダ
ン
チ
ッ
ク
＝
学
者
ぶ
る
さ
ま　
　

（
２
）
こ
う
概
＝
あ
ら
す
じ
・
あ
ら
ま
し
・
大
略
な
ど
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こ
の
春
、
二
ヶ
月
連
続
で
、
小

倉
城
大
手
門
広
場
に
小
さ
な
、
そ

し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
演
劇
空
間
が
出

現
し
た
。

　

ま
ず
は「
野
外
劇
団　

楽
市
楽
座
」

が
新
作
『
は
だ
か
の
王
様
』（
作
・

演
出
：
長
山
現
／
４
月
26
日
〜
29
日
）

を
ひ
っ
さ
げ
て
登
場
。

　

こ
の
「
楽
市
楽
座
」
は
、
家
族
３

人
で
日
本
全
国
を
旅
し
て
公
演
を

行
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
舞
台
に
は
、

柱
も
屋
根
も
な
い
。
八
角
形
の
、
水

を
は
っ
た
プ
ー
ル
状
の
舞
台
の
中
に

も
う
一
つ
円
形
舞
台
が
浮
か
べ
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
水
の
流
れ
と
と
も

に
く
る
く
る
と
回
る
と
い
う
趣
向

だ
。
入
場
料
は
〝
投
げ
銭
〞
制
。
入

場
時
に
貰
え
る
投
げ
銭
用
の
折
り
紙

に
好
き
な
金
額
を
包
ん
で
お
き
、
投

げ
た
い
と
思
っ
た
時
に
い
つ
で
も
そ

れ
を
舞
台
に
投
げ
入
れ
て
良
い
の
で

あ
る
。
説
明
的
な
舞
台
装
置
を
一
切

使
わ
ず
に
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
登

場
人
物
と
、
き
ら
び
や
か
な
衣
装
、

ギ
タ
ー
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
生
演
奏

な
ど
で
、
見
慣
れ
た
風
景
を
一
気
に

違
う
世
界
に
変
え
て
し
ま
う
手
腕
。

流
石
様
々
な
場
所
で
数
多
く
の
公
演

を
行
っ
て
き
た
だ
け
の
事
は
あ
る
、

と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。

　
「
楽
市
楽
座
」
の
公
演
の
一
カ
月

そ
う
い
っ
た
集
客
、
公
演
時
の
舞
台

設
営
お
よ
び
撤
収
、
宿
泊
そ
の
他
、

劇
団
が
そ
の
地
で
公
演
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
協
力
す
る
現
地
の
人
の
事

で
あ
る
。
劇
団
に
と
っ
て
は
非
常
に

重
要
な
存
在
だ
。

　
「
楽
市
楽
座
」
は
北
九
州
で
演
劇
、

ダ
ン
ス
、
音
楽
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
で
の
制
作
を
手
掛
け
て
い
る
谷
瀬

未
紀
氏
の
「
ピ
カ
ラ
ッ
ク
」
が
〝
受

け
入
れ
さ
ん
〞
と
し
て
動
い
て
い

る
。
ま
た
、「
ど
く
ん
ご
」
は
、「
ピ

カ
ラ
ッ
ク
」
を
中
心
に
、
地
元
の
若

手
劇
団
「
ブ
ル
ー
エ
ゴ
ナ
ク
」
や
、

演
劇
や
音
楽
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
的

な
カ
フ
ェ
や
飲
食
店
な
ど
で
結
成
さ

れ
た
「
北
九
州
ど
く
ん
ご
遊
園
」
と

い
う
組
織
が
〝
受
け
入
れ
さ
ん
〞
だ
。

　

現
在
、
日
本
全
国
で
テ
ン
ト
、
あ

る
い
は
野
外
芝
居
で
旅
公
演
を
行
っ

て
い
る
劇
団
の
数
は
段
々
減
っ
て
き

て
い
る
。
か
つ
て
は
北
九
州
に
も
多

く
の
テ
ン
ト
劇
団
が
定
期
的
に
訪

れ
、〝
受
け
入
れ
さ
ん
〞
の
活
動
も

活
発
だ
っ
た
と
い
う
。
同
じ
劇
団
の

〝
受
け
入
れ
さ
ん
〞
同
士
が
地
域
を

超
え
て
交
流
し
た
り
も
し
て
い
た
と

聞
く
。

　

日
常
生
活
の
中
に
数
日
間
突
如
と

し
て
現
れ
、
そ
し
て
消
え
る
劇
空
間

は
ひ
そ
や
か
な
祝
祭
の
よ
う
だ
。〝
受

け
入
れ
さ
ん
〞
と
は
、
そ
の
祭
り
を

支
え
る
氏
子
の
よ
う
な
も
の
か
。
彼

ら
の
お
蔭
で
上
質
な
作
品
を
見
る
事

が
で
き
る
。
さ
さ
や
か
な
が
ら
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。

後
、「
劇
団　

ど
く
ん
ご
」
が
『
君

の
名
は
』（
構
成
・
演
出
：
ど
い
の
／

５
月
19
日
・
20
日
）
を
上
演
し
た
。

こ
ち
ら
は
〝
犬
小
屋
テ
ン
ト
劇
場
〞

と
呼
ば
れ
て
い
る
テ
ン
ト
を
建
て
て

の
公
演
。
テ
ン
ト
と
言
っ
て
も
、
完

全
に
閉
じ
て
は
い
な
い
。
芝
居
中

に
外
側
の
覆
い
が
開
か
れ
、
舞
台

上
か
ら
外
に
向
か
っ
て
劇
空
間
が

勢
い
よ
く
流
れ
だ
す
瞬
間
も
あ
る
。

具
体
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
排
し
、
あ

る
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
に
沿
っ
た
、
時

に
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
か
つ
コ
ミ
カ
ル

な
、
時
に
も
の
悲
し
い
夢
の
よ
う
な

短
い
シ
ー
ン
が
、
息
つ
く
間
も
な
く

展
開
さ
れ
て
い
く
。
勢
い
に
ま
か
せ

て
遊
ん
で
い
る
と
見
せ
か
け
て
、
そ

の
中
に
落
ち
着
い
た
、
緻
密
な
計
算

も
垣
間
見
え
る
、
非
常
に
知
的
な
作

風
だ
と
思
う
。

　

こ
う
い
っ
た
劇
団
を
陰
で
支
え
て

い
る
の
が
〝
受
け
入
れ
さ
ん
〞
と
呼

ば
れ
る
存
在
だ
と
い
う
の
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
旅
公
演
で
一
番
悩
ま
し

い
の
は
集
客
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
で

有
名
な
俳
優
が
出
演
す
る
な
ど
し
て

い
な
け
れ
ば
、
作
品
の
告
知
だ
け
で

は
満
足
な
集
客
は
望
め
な
い
。
ま

た
、
旅
公
演
の
場
合
、
同
行
す
る
ス

タ
ッ
フ
の
数
が
ど
う
し
て
も
限
ら
れ

て
く
る
。〝
受
け
入
れ
さ
ん
〞と
は
、

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

突
如
と
し
て
現
れ
る
野
外
演
劇
空
間
を

 

影
で
支
え
る
〝
受
け
入
れ
さ
ん
〞
に
感
謝

野外劇団 楽市楽座「はだかの王様」 　撮影：谷瀬未紀

劇団 どくんご「君の名は」 撮影：高平雅由
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２
０
１
３
北
九
州
国
際
音
楽
祭

は
10
月
６
日
か
ら
11
月
23
日
ま
で
、

「
未
来
へ
の
き
ら
め
き
〜
躍
進
す
る

新
世
代
た
ち
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

北
九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
な
ど
で
行

わ
れ
ま
す
。

　
市
制
50
周
年
を
祝
う
特
別
企
画
や
、

き
ら
め
く
ト
ッ
プ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
が
、
今
年
も
北
九

州
の
秋
を
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

先
日
、
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
の
音
楽

監
督
に
史
上
最
年
少
で
就
任
す
る
こ

と
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
今
、
世
界

で
最
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
若
手
指

揮
者
で
す
。
彼
が
２
０
０
８
年
か
ら

音
楽
監
督
を
務
め
る
イ
ギ
リ
ス
の
名

門
、「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
交
響
楽
団
」

を
率
い
て
今
回
演
奏
す
る
の
は
、
ド

ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
『
新
世
界
よ

り
』。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
繊
細
、

躍
動
感
溢
れ
る
ネ
ル
ソ
ン
ス
の
タ
ク

ト
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

ソ
リ
ス
ト
は
世
界
の
舞
台
で
活
躍

す
る
カ
リ
ス
マ
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
エ

レ
ー
ヌ
・
グ
リ
モ
ー
。
ネ
ル
ソ
ン
ス
と

の
コ
ン
ビ
に
よ
る
ブ
ラ
ー
ム
ス
の『
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
』は
必
聴
で
す
。

　　

こ
こ
で
ご
紹
介
し
た
２
公
演
の
ほ

か
に
も
、
宮
田
大
﹇
チ
ェ
ロ
﹈、
成

田
達
輝
﹇
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
﹈、
萩
原

麻
未
﹇
ピ
ア
ノ
﹈
ら
注
目
の
若
手
が

続
々
と
登
場
。
ま
た
、
レ
ク
チ
ャ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

も
あ
り
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

　

チ
ケ
ッ
ト
発
売
は
い
よ
い
よ
７
月

１
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら
。
電
話

の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
指

定
席
の
座
席
を
選
ん
で
購
入
で
き

ま
す
。

　

お
申
込
み
、
お
問
合
せ
は
、
北
九

州
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
下
記
）
へ
ど
う
ぞ
。

バーミンガム市交響楽団

エレーヌ ·グリモー アンドリス ·ネルソンス

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　

プ
レ
ミ
ア
ム

ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

（
10
月
６
日（
日
）午
後
3
時
開
演
／

北
九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
）

　

北
九
州
市
民
文
化
賞
や
奨
励
賞
を

受
賞
し
て
い
る
篠
崎
史
紀
、
川
口
ヱ

リ
サ
、
双
紙
正
哉
、
南
紫
音
﹇
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
﹈、
豊
嶋
起
久
子
﹇
ソ
プ
ラ

ノ
﹈、手
嶋
眞
佐
子
﹇
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
﹈

の
６
人
を
ソ
リ
ス
ト
な
ど
に
迎
え
る

豪
華
な
特
別
企
画
。
彼
ら
と
共
に
演

奏
、
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
る
「
北

九
州
祝
祭
弦
楽
合
奏
団
」
は
、
国
内

主
要
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
や
首
席
奏
者
な
ど
を
務
め

る
メ
ン
バ
ー
と
、
こ
の
た
め
に
実
施

し
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た

若
手
演
奏
家
た
ち
、
合
計
31
名
か
ら

な
る
特
別
な
合
奏
団
で
す
。

　

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
『
四
季
』、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
『
弦
楽
セ
レ

ナ
ー
ド
』な
ど
お
馴
染
み
の
名
曲
や
、

バ
ッ
ハ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
美
し
い

ア
リ
ア
の
数
々
。
時
間
が
経
つ
の
も

忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
、
文
字
ど
お

り
贅
沢
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

ア
ン
ド
リ
ス
・
ネ
ル
ソ
ン
ス
指
揮　

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
交
響
楽
団

エ
レ
ー
ヌ
・
グ
リ
モ
ー
﹇
ピ
ア
ノ
﹈

（
11
月
23
日
（
土
・
祝
）
午
後
４
時

開
演
／
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
）

　

ア
ン
ド
リ
ス
・
ネ
ル
ソ
ン
ス
は
、

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
、
ベ
ル
リ
ン
・

フ
ィ
ル
を
は
じ
め
世
界
の
著
名
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
、
絶
賛
を
博
し
、

Information

【チケット料金】
オープニング プレミアム ガラ・コンサート
Ｓ席 6000円　A席 4000円　U-25（A席） 2000円
バーミンガム市交響楽団
Ｓ席 9000円　A席 7000円　B席 5000円　U-25（B席） 2000円
＊全席指定　＊当日各500円増　＊U-25･･･学生問わず25歳以下、要証明

【お問合せ】
北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567　（午前9時～午後5時／土日祝休）
http://www.kimfes.com　（HPからチケット購入できます）

開 催 期 間　10月6日（日）～11月23日（土・祝）
会　　　場　北九州市立響ホール、アルモニー
　　　　　　サンク北九州ソレイユホール、
　　　　　　戸畑市民会館ほか
チケット発売　7月1日（月）午前10時から

2013 北九州国際音楽祭
26th KITAKYUSHU INTERNATIONAL MUSIC FESTIVAL3
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